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『災害』に備える市の取り組み

平成21年度に耐震診断を受けた住宅

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

無
料
で
行
い
ま
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
多
く
の
人
の

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
と
改
修
工
事
費
補
助
事
業
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
、
古
い
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
を
診
断
す
る
た
め
に
、
耐

震
診
断
者
を
無
料
で
派
遣
す

る
事
業
で
す
。
本
市
で
は
、

平
成
20
年
度
に
こ
の
事
業
を

始
め
、
累
計
で
27
件
の
住
宅

が
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。

診
断
の
対
象
と
な
る
建
物　

次
の
①
〜
⑤
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
建
物

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅

②
専
用
住
宅
ま
た
は
居
住
用

に
使
わ
れ
る
面
積
が
延
べ
面

積
の
半
分
以
上
を
占
め
る
店

舗
等
併
用
住
宅

③
地
上
２
階
建
以
下
の
住
宅

(

２
階
建
以
下
で
も
、
地
階

が
あ
る
建
物
は
対
象
外)

④
在
来
軸
組
構
法(

太
い
柱

ま
た
は
垂
れ
壁
を
主
な
耐
震

要
素
と
す
る
伝
統
的
構
法
で

建
て
ら
れ
た
住
宅
を
含
む)

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
住
宅

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

診
断
の
内
容　

耐
震
診
断
者

が
設
計
図
な
ど
を
基
に
調
査

を
行
い
、
地
震
に
弱
い
部
分

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無

な
ど
に
つ
い
て
診
断
し
ま
す

耐
震
診
断
者　

㈳
群
馬
県
建

築
士
事
務
所
協
会
に
登
録
さ

れ
た
、
建
築
士
の
資
格
を
も

つ
木
造
住
宅
耐
震
診
断
調
査

資
格
者

申
請
方
法　

申
請
書(

建
築

住
宅
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

経
済
建
設
課
に
あ
り
ま
す)

に
添
付
書
類
を
添
え
て
建
築

住
宅
課
へ

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(h

ttp://w
w
w
.city.sh

ib
u
kaw
a.gu

n
m
a.jp
/)

か

ら
印
刷
で
き
ま
す
。 

添
付
書
類　

①
住
民
票
の
写

し
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書　

②
市
税

の
納
税
証
明
書(

完
納
証
明

書)　

③
対
象
住
宅
の
固
定

資
産
税
評
価
証
明
書　

④
付

近
見
取
図　

⑤
建
築
確
認
通

知
書
の
写
し　

⑥
平
面
図　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

派
遣
事
業

↖
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⑦
現
況
写
真(

建
物
の
向
き

を
変
え
て
２
面
以
上)

診
断
費
用　

無
料(

た
だ
し
、

耐
震
診
断
者
の
交
通
費
と
し

て
１
、
０
０
０
円
を
診
断
者

に
支
払
っ
て
も
ら
い
ま
す)

申
込
期
間　

随
時(

申
込
時

期
に
よ
っ
て
は
、診
断
が
次
年

度
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す)

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅

課(

第
二
庁
舎
・
☎
㉒
２
０

７
２)

補
助
の
金
額　

耐
震
改
修
工

事
費(

設
計
、
工
事
お
よ
び

工
事
監
理
費
を
含
む)

の
３

分
の
１
の
額(

上
限
50
万
円
）

補
助
の
対
象
と
な
る
建
物　

次
の
❶
〜
❸
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
も
の

❶
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診

断
の
対
象
と
な
る
要
件
の
①

〜
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の

❷
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
補
強
方
法
」
の
講
習
を
受

講
し
た
１
級
・
２
級
建
築
士

や
木
造
建
築
士
が
改
修
工
事

の
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を

行
う
も
の

❸
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

補
強
方
法
に
基
づ
く
耐
震
診

断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
建
物
を
、
同
評
点
１
・
０

以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

で
あ
る
こ
と

※
申
請
者
は
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法　

事
前
に
建
築
住

宅
課
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い

木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
費
の
補
助

↖

新潟県中越地震による市内の災害発生状況
（平成16年10月23日）

発生地区 災害状況

渋川地区
人的被害＝１件、屋根瓦被害＝７件
※旧渋川市、十日町市に災害支
援(備蓄食料約6,000食分)。

子持地区 住宅・屋根瓦被害＝26件

赤城地区 住宅･屋根瓦被害など＝112件

北橘地区
住宅･屋根瓦被害など＝171件
※旧北橘村災害対策本部設置。

　もともと平屋の家に２階を増
築したので、自宅の耐震性に不
安がありました。耐震診断を受
けようと思ったきっかけは、新
潟県中越地震です。周辺で屋根
瓦が落ちる被害があり、うちでも
棚から物が落ちてきましたので。
　実際に診断を受けてみて、自
宅の耐震性を結果で実感できた
ことが良かったです。また、耐
震補強工事をする場合の補強箇
所が分かり、とても参考になり
ました。

写真の住宅に住む人に話を聞きました

『耐震診断の２つの利点』

しぶかわのぼうさい

防災情報をメールで配信

「渋川ほっとマップメール」
　市では、防災情報などを携帯電話やパソコ
ンにメールで知らせる「渋川ほっとマップメ
ール」を配信しています。
　ぜひ、利用してください。
◆主な配信情報　火災、災害、たずね人、水
道の断水、クマの出没、イベント時の交通規
制など
◆メールを受信するには　あらかじめ、自分
で渋川ほっとマップメールの登録サイトにア
クセスし、自分のメールアドレスを登録する
必要があります
 パソコンで受信する場合 　市ホームページ(h
ttp://www.city.shibukawa.gunma.jp)から登
録サイトにアクセスしてください。
※トップページにリンクがあります。
 携帯電話の場合 　次のいずれかの方法で登
録サイトにアクセスしてください。
①ＱＲコード＝携帯電話で
右のＱＲコードを読み取っ
て、登録画面にアクセスし
てください。
※携帯電話の使い方は、各
携帯電話会社に問い合わせ
てください。
②ＵＲＬ直接入力＝https://www.shibukawa.
e-machinavi.jp/hotmap_m/regist.aspx
※パソコンからも携帯電話のメールアドレス
を登録することができます。詳しくは、市ホ
ームページをご覧ください。
※迷惑メール防止対策の設定をしている人は、
次のドメイン(shibukawa.e-machinavi.jp)
を指定し、メールを受信できるように設定を
変更してください。
◆利用料　無料(メールアドレスの登録や、
今後配信されるメール受信に要する通信費は、
利用者の負担となります)
◆その他　登録されたメールアドレスは「渋
川ほっとマップメール」の配信のみに使用し、
その他の目的には使用しません
　詳しくは、広報情報課(☎㉒2320)へ。
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特 別 会 計

企 業 会 計

■問い合わせ先：財政課(☎㉒2414)

会計区分 予算額 収入済額
(収入率)

支出済額
(執行率)

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ) 93億3,937万円 84億6,036万円

(90.6％)
85億1,820万円

(91.2％)
国 民 健 康 保 険
（ 診 療 施 設 勘 定) 3億9,400万円 1億7,289万円

(43.9％)
2億3,633万円

(60.0％)

老 人 保 健 3,900万円 3,843万円
(98.5％)

3,578万円
(91.7％)

後 期 高 齢 者 医 療 8億3,503万円 7億8,047万円
(93.5％)

7億7,853万円
(93.2％)

介 護 保 険 58億7,704万円 46億4,223万円
(79.0％)

53億3,949万円
(90.9％)

特別養護老人ホーム事業 4,114万円 10万円
(0.2％)

4,029万円
(97.9％)

農 作 物 直 売 事 業 4,151万円 4,997万円
(120.4％)

3,270万円
(78.8％)

伊香保温泉観光施設事業 1億2,760万円 7,857万円
(61.6％)

8,379万円
(65.7％)

小 野 上 温 泉 事 業 4,489万円 4,492万円
(100.1％)

841万円
(18.7％)

交流促進センター事業 2億1,923万円 1億6,147万円
(73.7％)

1億6,973万円
(77.4％)

白井温泉こもちの湯事業 3,815万円 2,279万円
(59.7％)

3,105万円
(81.4％)

たちばなの郷城山事業 1億258万円 7,962万円
(77.6％)

8,949万円
(87.2％)

下 水 道 事 業 23億7,263万円 11億7,442万円
(49.5％)

17億135万円
(71.7％)

農 業 集 落 排 水 事 業 22億7,184万円 9億8,021万円
(43.1％)

14億9,569万円
(65.8％)

個 別 排 水 処 理 事 業 3,262万円 561万円
(17.2％)

1,559万円
(47.8％)

簡 易 水 道 事 業 2億4,966万円 1億3,736万円
(55.0％)

1億7,688万円
(70.8％)

区　　　　分 予算額 収入または
支出済額

収入率または
執行率

水
道
事
業

収益的事業
収入 18億3,425万円 18億4,785万円 100.7%

支出 16億2,616万円 15億5,723万円 95.8%

資本的事業
収入 2億2,007万円 9,179万円 41.7%

支出 16億7,060万円 15億8,531万円 94.9%

病
院
事
業

収益的事業
収入 13億2,390万円 12億9,021万円 97.5%

支出 15億9,215万円 15億4,948万円 97.3%

資本的事業
収入 9億9,086万円 9億5,083万円 96.0%

支出 9億9,086万円 8億3,952万円 84.7%

市債(借金)の総額は
594億965万円

－前年度同期比で7,320万円の増－

　市の借金である市債の平成22
年３月31日現在残高は、全会計
を合わせて594億965万円です。
市民一人当たり約70万円の借金
があることになります。
　市債は、市が道路整備や公共
施設の建設などを行う場合に、
国や金融機関から借り入れます。
市債の借り入れにより、将来に
わたって施設を利用していく人
たちに費用を公平に負担しても
らうことになり、世代間の負担
を公平にすることができます。

会計区分 金　　額 前年度同期
との比較

一般会計・特別会計 514億7,013万円 6,986万円

下水道の整備 213億8,009万円 １億5,751万円

道路・橋りょうの
整備、区画整理 82億8,035万円 3,045万円

教育施設の建設 26億9,603万円 △5,376万円

温泉・観光施設の
建設 14億6,444万円 △２億7,798万円

その他 176億4,922万円 ２億1,364万円

水 道 事 業 会 計 61億5,190万円 △７億3,392万円

病 院 事 業 会 計 17億8,762万円 ７億3,726万円

合　　計 594億965万円 7,320万円

市
有
財
産
の
状
況(

平
成
22
年
３
月
末)

36万1,183㎡

特定目的基金(※)
　32億2,585万円

その他の基金　　
　25億2,910万円

基　　金 建　　物

1,223万734㎡

有価証券
その他の権利

14億989万円

土地(山林含む)

証　券

※特定目的基金とは、福祉事業や国際交流など、用
途が特定されている基金のことです。その他の基
金には、市税収入の大幅な減少などに備えて積み
立てている基金を含みます。

■企業会計　市などが直接経営する企業の会計
です。民間企業と同様の経理方法が適用され、
事業収入で支出を賄うことを原則としています。
なお、企業会計には出納整理期間がありません。

■収益的事業と資本的事業　収益的事業は企業の経営活動、資
本的事業は将来の経営活動に備えて行う建設改良のこと。水道
事業で例えると、収益的事業は水道料金で水道水を届ける事業、
資本的事業は配水管などを整備して施設を充実する事業です。
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平
成
21
年
度
４
月
〜
３
月
市
の
財
政
執
行
状
況

市では、毎年度予算の収入・支出の様子や借入金(市債)などの
財政状況を年２回に分けて公表しています。今回は、前年度の平
成21年４月1日から22年３月31日までの状況を報告します。
※数字は３月31日現在のもので、出納整理期間(22年４月～５
月)の収入・支出を含んでいないため、決算額とは異なります。

一般会計 収入率 42％→90％・執行率 39％→80％
(９月末) (９月末)(今回) (今回)

一般会計　歳入・歳出予算 367億6,209万円

市民の皆さんに納めていただく
固定資産税や市民税など
市の財政状況に応じて国から
交付されるお金
市が特定の事業を行うために
国から交付されるお金
国や金融機関などから借り入
れるお金

利子や雑収入など

市が特定の事業を行うために
県から交付されるお金
積み立てていた基金から繰り
入れるお金

財産収入やそのほかの収入

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

県 支 出 金

繰 入 金

そ の 他

０% 50% 100%

０% 50% 100%

子どもやお年寄り、体の不自
由な人のために使われるお金
市の全般的な事務に使われる
お金
幼稚園、小・中学校、文化活
動などに使われるお金
借り入れたお金の返済に使わ
れるお金
区画整理事業、道路、公園整
備などに使われるお金
市民の健康増進やごみの処理
などに使われるお金
農林水産業などの振興や土地
改良に使われるお金
商工業の発展、観光振興など
に使われるお金
議員の報酬や、議会運営など
に使われるお金
消防費や労働費など、その他
の支出

民 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

議 会 費

そ の 他

歳
入
収
入
済
額
３
３
０
億
８
、３
９
３
万
円

収
入
率
90
・
０
㌫

（

）

歳
出
支
出
済
額
２
９
５
億
６
、８
７
１
万
円

執
行
率
80
・
４
㌫

（

）

予算額
91億636万円

62億3,788万円

42億4,162万円

34億4,788万円

57億3,653万円

29億7,789万円

19億7,311万円

12億3,142万円

2億7,957万円

15億2,983万円

支出済額(執行率)
76億5,434万円(84.1％)

56億9,214万円(91.3％)

35億1,380万円(82.8％)

34億4,368万円(99.9％)

29億310万円(50.6％)

26億606万円(87.5％)

10億8,732万円(55.1％)

10億3,659万円(84.2％)

2億7,228万円(97.4％)

13億5,940万円(88.9％)

■市民一人当たりが負担した市税の額　13万749円(市税予算の総額111億2,553万円／３月末現在人口85,091人)

■市民一人当たりに使われるお金　43万2,033円(歳出予算総額367億6,209万円／３月末現在人口85,091人)

予算額
111億2,553万円

79億7,440万円

62億4,311万円

27億2,450万円

20億7,112万円

20億4,307万円

11億7,500万円

34億536万円

収入済額(収入率)
111億5,695万円(100.3％)

81億7,316万円(102.5％)

51億4,855万円(82.5％)

15億4,250万円(56.6％)

14億8,825万円(71.9％)

11億6,435万円(57.0％)

10億3,036万円(87.7％)

33億7,981万円(99.2％)

ことばの
説明

■一般会計　市税を主な収入財源として、市民
生活に密着した福祉や教育、道路整備やごみ処
理といった行政サービス全般に関する経理を行
う会計です。

■特別会計　保険料や使用料などの収入によっ
て運営する事業の会計です。特定の事業にかか
るお金の流れを分かりやすくするため、一般会
計から切り離して経理しています。

◀
国
民
健
康
保
険
あ
か
ぎ
診
療
所
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市税などの滞納者への市の取り組み市税などの滞納者への市の取り組み

前年度の差し押さえの状況を報告します

■
滞
納
者
に
対
す
る
取
り
組
み

　

市
税
な
ど
は
、
医
療
や
福
祉
、

教
育
、
道
路
整
備
な
ど
市
が
行
う

事
業
の
重
要
な
財
源
で
す
。

　

市
で
は
、
延
滞
金
を
含
め
た
滞

納
市
税
な
ど
の
一
掃
を
目
指
し
て
、

収
納
率
の
向
上
や
滞
納
額
の
減
少

に
向
け
た
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
強
制
処

分
を
強
化
し
、
納
税
意
欲
の
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
き
然
と
し

た
態
度
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

■
差
し
押
さ
え
と
は

　

差
し
押
さ
え
は
、
裁
判
所
の
強

制
執
行
手
続
に
よ
ら
ず
、
市
が
自

ら
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

権
限(

自
力
執
行
権)

に
よ
っ
て
強

制
的
に
行
う
も
の
で
す
。
差
し
押

さ
え
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
不

動
産
、
動
産
、
自
動
車
、
預
貯
金
、

給
料
、
生
命
保
険
な
ど
の
滞
納
者

の
財
産
で
す
。

　

差
し
押
さ
え
の
解
除
は
、
原
則

と
し
て
、
差
し
押
さ
え
の
原
因
と

な
っ
た
滞
納
市
税
の
完
納
が
条
件

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
差
し
押
さ

え
後
も
滞
納
者
が
納
税
し
な
い
場

合
、
市
は
、
差
し
押
さ
え
品
の
公

売
な
ど
を
行
い
、
滞
納
税
額
に
充

て
る
手
続
き(

換
価
手
続)

を
と
り

ま
す
。

■
差
し
押
さ
え
、
換
価

　

手
続
の
実
施
状
況

　

平
成
21
年
度
は
、
厳
正

な
差
し
押
さ
え
を
目
指
し

た
結
果
、
１
、
０
８
３
件

の
差
し
押
さ
え
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
過
年
度

に
差
し
押
さ
え
た
も
の
も

含
め
て
換
価
手
続
を
行
っ

た
結
果
、５
、１
５
４
万
８
、

５
０
０
円
の
税
収
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た(

下

表
参
照)

。

　

そ
れ
ら
の
う
ち
、
預
貯

金
は
、
４
９
２
件
の
差
し

押
さ
え
を
執
行
し
、
約
３
、

４
２
５
万
円
の
税
収
が
あ

り
ま
し
た
。
所
得
税
還
付
金
は
、

３
１
２
件
の
差
し
押
さ
え
を
執
行

し
、
約
６
１
２
万
円
の
税
収
が
あ

り
ま
し
た
。

■
住
民
税
の
滞
納
が
続
く
と

　

住
民
税
は
、
市
税
で
あ
る
市
民

税
と
県
税
で
あ
る
県
民
税
を
併
せ

て
、
市
が
課
税
し
て
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
民
税
の
滞
納
が
続

く
と
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
市

か
ら
県
に
徴
収
業
務
を
引
き
継
ぎ
、

行
政
県
税
事
務
所
が
直
接
徴
収
と

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

督
促
、
催
告
を
無
視
す
る
な
ど
、

納
付
意
志
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き

厳
正
に
差
し
押
さ
え
や
徴
収
引
継

ぎ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

納
税
す
べ
き
市
税
な
ど
を
、
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
地

方
税
法
な
ど
に
基
づ
く
滞
納
処
分
と
し
て
、
差
し
押
さ
え
を
執
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
21
年
度
に
行
っ
た
差
し
押
さ

え
な
ど
の
状
況
報
告
を
中
心
に
、
滞
納
者
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成21年度差し押さえなどの実施状況

財産の種類
差し押さ
えた件数

差し押さえた後に換価手続を行ったもの

公売件数 取立件数 滞納税額に充てた額

不動産 158件 ７件 － ０円

債
権

預貯金 492件 － 483件 3,425万3,261円

出資金 23件 － 20件 53万5,000円

所得税還付金 312件 － 199件 612万5,565円

生命保険 68件 － 47件 442万8,793円

その他 30件 － 17件 614万541円

動産(自動車など) ０件 ４件 － 6万5,340円

計 1,083件 11件 766件 5,154万8,500円
※換価手続を行ったものには、過年度に差し押さえをしたものも含まれています。 車の差し押さえに使うタイヤロック

やむを得ず納税できないときは
　　　　　　　　　まず相談を
　指定された期限内に納税できないとき
は、必ず納税課に相談してください。災
害、病気、破産など、やむを得ない理由
があるときは納税を猶予することができ
ます。
　詳しくは、納税課(☎㉒2390)へ。



渋
川
地
区

自治会名称 氏　　名
大崎 中　澤　康　光
下郷 宮　嶋　國　利
東町 横　山　喜　義
新町 石　坂　昌

まさ

　一
かず

下之町 奥　山　佑　一
南町 伊　藤　和　男
長塚町 大　澤　　　彰
寄居町 小　菅　常　美
坂下町 羽　鳥　幹　夫
辰巳町 ○ 内　山　　　章　
熊野町 伊　丹　　　弘
並木町 田　村　　　勝
４町共議会 村　上　守　彦
元町 栁　田　康　雄
御蔭 三　浦　　　茂
入沢町 入　澤　敏　正
上郷 上　原　一　彦
藤ノ木 鈴　木　辰　夫
明保野 内　海　文　雄
軽浜 川　島　惠

えい

　二
じ

阿久津 勝　田　昭太郎
金井南町 中　村　一　夫
金井本町 中　原　正　男
金井南牧 松　村　貞　夫
川島 荒　木　昭　夫
祖母島 町　田　能

よし

　伸
のぶ

上村 福　島　喜
き

久
く

栄
え

りんごの里 飯　野　　　勲
国町 平　形　房　夫
有馬第一 亀　田　三

みつ

　芳
よし

有馬第二 小　林　利
とし

　次
じ

八木原 竹　内　國　雄
半田南部 吉　田　勝　行
半田北部 山　宮　　　仁

ひとし

行幸田第一 伊　藤　光　雄
行幸田第二 狩　野　見

けん

　五
ご

本石原 善養寺　友
とも

　一
いち

赤
城
地
区

自治会名称 氏　　名
津久田第三 ○ 須　田　重

しげ

　二
じ

　
津久田第四 津久井　　　綽

ゆたか

敷島 津久井　知　司
南雲第一 兵　藤　　　孝
南雲第二 石　田　永

なが

　幸
ゆき

南雲第三 石　田　兼　夫
みやま 須　田　　　正
棚下 石　坂　俊　明
持柏木 林　　　昭　夫
溝呂木 木

き

　暮
ぐれ

　　　實
みのる

北上野 中
なか

　美
み

　紘
こう

四
し

郎
ろう

勝保沢 星　野　輝　光
見立 桑　原　　　勇
滝沢 永　井　初　男

上三原田 板　倉　隆　夫
三原田 齊　藤　泰　久
樽 角　田　隆　雄
宮田 津久井　重　光
栄 大　谷　昭　二

三原田団地 干　川　四　郎

北
橘
地
区

自治会名称 氏　　名
八崎第一 須　田　文　次
八崎第二 都　丸　　　昇
八崎第三 茂　木　幸　夫
分郷八崎 南　雲　泰　弘
上小室 ○ 狩　野　義　雄　
下小室 萩　原　敬　次
下南室 髙　橋　哲一郎
上南室 穗　苅　良　二
上箱田 森　田　　　均
箱田 髙　梨　　　榮
下箱田 狩　野　誠一郎
真壁上 都　丸　他　吉
真壁東 木　村　征

まさ

　美
み

真壁美保 萩　原　　　求
真壁下 串　淵　　　晃
赤城山 楯　　　富士夫

渋
川
地
区

自治会名称 氏　　名
石原西 佐　藤　義

よし

　王
お

中村 木　村　　　喬
たかし

石原田中 石　坂　　　正

伊
香
保
地
区

自治会名称 氏　　名
石段 齋　藤　正　雄
ときわ 小　林　昭

てる

　男
お

中央 板　橋　正
まさ

　門
かど

雷之塚 ○ 大　澤　歳　男　
日の出 福　田　和　夫
うわの 関　根　友　保
香東 諸　田　恆

つね

　芳
よし

コスモス 髙　橋　寿
ひさ

　男
お

湯中子 田　中　修
のぶ

　之
ゆき

水沢 大河原　清
せい

　一
いち

大日向 杉　浦　　　修

小
野
上
地
区

自治会名称 氏　　名
小野子東 角　田　雅　保
小野子西 ○ 野　村　　　隆　
村上東 飯　塚　正　憲
村上西 平　形　浩　二

子
持
地
区

自治会名称 氏　　名
上白井上組 生　方　玉　夫
上白井中組 荒　木　一

かず

　基
もと

子麓 石　倉　一　夫
上中郷 後　藤　初　男
下中郷 萩　原　　　満
横堀 加　野　啓　二
河原 山　崎　年　幸
北牧西 島　田　鶴一郎
北牧東 飯　塚　　　修
鯉沢 廣　瀬　　　猛
吹屋 ○ 小　澤　好　男　
吹屋原 茂　木　義　雄
白井 曽　根　柳太郎

赤
城
地
区

自治会名称 氏　　名
津久田第一 角　田　伸

のぶ

　一
いち

津久田第二 狩　野　行　雄
※氏名の前に○印が付いている人は、各地区の連合会長。

7

自治会長を紹介します自治会長を紹介します

自治会のまとめ役を務める106人

　地域づくりの担い手として、各自治会のま
とめ役を務めていただく、今年度の自治会長
を紹介します(敬称略)。今年度から小野上地
区の自治会が４つに再編されたため、自治会
の総数は106になりました。
　本市では、各地区ごとに自治会連合会が組
織されています。５月13日には、各連合会の
役員が集まって「渋川市自治会連合会」の総
会が開催され、会長に大澤歳男さん(伊香保
町伊香保)が選出されました。

(市民生活課)
各地区連合会の役員が参加した総会
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目
指
す
は
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る
社
会

計
画
策
定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集

市
立
図
書
館
で
関
連
図
書
を
展
示
し
ま
す

市
民
の
意
見
を
懇
話
会
で
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

６
月
23
日
㈬
〜
29
日
㈫
は
、
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
。
こ
れ
は
、
平

成
11
年
６
月
23
日
に
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
は
、

一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
や
個
性
を
尊

重
し
、
個
人
の
生
き
方
を
性
別
に
よ

っ
て
枠
に
は
め
込
ま
な
い
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て

つ
く
ら
れ
た
法
律
で
す
。
施
行
か
ら

10
年
た
ち
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
男
性
も
女
性
も
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
様
式
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
な
お
、
性
別

に
対
す
る
偏
見
は
根
強
く
、
そ
れ
に

基
づ
く
人
権
侵
害
が
絶
え
な
い
現
実

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、

性
別
だ
け
で
な
く
、
年
齢
や
国
籍
、

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
多
様
な

人
々
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
に
暮
ら
す

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
男
性
と
女
性
が

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー

　

市
で
は
、
現
在
の
障
害
者
計
画
お

よ
び
障
害
福
祉
計
画
の
計
画
期
間
が

平
成
24
年
３
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
「
渋
川
市
障
害
者
計
画
及
び
障
害

福
祉
計
画
策
定
懇
話
会
」
を
設
置
し

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人  

②
年
に
３
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　

２
人(

応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す)

任
期　

７
月
１
日
㈭
〜
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で

応
募
方
法　

応
募
の
動
機
を
ま
と
め

た
も
の(

字
数
お
よ
び
様
式
は
問
い

ま
せ
ん)

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ(

〒
３
７
７

―
８
５
０
１
・
石
原
80)

へ

応
募
期
限　

６
月
22
日
㈫(

必
着)

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
グ
ル
ー
プ(
☎
㉒
２
３
５
９)

へ
。

と
し
て
、
互
い
に
尊
重
し
合
う
関
係

づ
く
り
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

６月23日～29日／男女共同参画週間６月23日～29日／男女共同参画週間障害者計画などの策定に向けて障害者計画などの策定に向けて

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　市では、男女共同参画週間
に併せて６月５日(土)から29
日(火)まで、市立図書館で「男
女共同参画展」を開催します。
　今年は「高齢化社会と男女
共同参画」をテーマに関連図
書の展示を実施。また、市民
意識調査などのデータも紹介
し、男女共同参画の視点から
みた調査結果も紹介します。

　平成22年度の国民年金保険料
は、月額１万5,100円です。
　納付期限は、納付対象月の翌月
末日(翌月末日が休日の場合は、
翌営業日)です。
　十分な所得があるにもかかわら
ず、長期にわたり保険料を納めな

かった場合、国民年金法の規定に
より、国税徴収法の例による滞納
処分(財産差し押さえ)の対象と
なります。保険料は納付期限まで
に忘れずに納めましょう。
　なお、保険料の納付は、口座振
替の「早

はや

割
わり

」がお得で便利です。

口座振替の指定日を納付期限より
１カ月早めることにより、保険料
が１カ月当たり50円割引になり
ます。納め忘れの心配もありませ
んので、ぜひ、ご利用ください。
　詳しくは、渋川年金事務所国民
年金課(☎㉒1607)へ。

図書展示のお知らせ
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市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
写
真
を
１
月
31
日
ま
で
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
／
会
長
賞
に
は
賞
金
５
万
円
が

対
象
作
品　

市
内
の
四
季
折
々
の
自

然
景
観
・
祭
事
・
文
化
財
・
観
光
施

設
な
ど
、
観
光
宣
伝
に
ふ
さ
わ
し
い

写
真(

１
年
以
内
に
撮
影
し
た
未
発

表
作
品
に
限
る)

写
真
の
大
き
さ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
つ
切
サ
イ
ズ(

デ
ジ
タ
ル
可
・
銀

写
真
に
限
る
）

応
募
点
数　

制
限
な
し

賞　

賞
状
お
よ
び
賞
金(

会
長
賞
５

万
円
ほ
か)

ま
た
は
賞
品

※
賞
は
平
成
23
年
２
月
下
旬
に
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
展

示
会
で
披
露
す
る
ほ
か
、
市
観
光
協

会
が
作
成
す
る
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法　

作

品
の
裏
面
に
応

募
票(

観
光
課

お
よ
び
群
馬
県

写
真
材
料
商
組

合
加
盟
店
に
あ

り
ま
す)

を
張

り
付
け
て
、
観

光
課(
第
二
庁

舎)

ま
た
は
市

内
の
下
記
組
合

加
盟
店
に
持
参

※
観
光
課
に
提
出
の
場
合
は
、
市
役

所
閉
庁
日
を
除
く
。

応
募
期
限　

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

(

必
着)　
　

〈
応
募
の
注
意
〉

①
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

属
し
ま
す
。

②
人
物
を
撮
影
し
た
作
品
に
つ
い
て

は
、
被
写
体
本
人
の
承
諾
を
得
た
作

品
の
み
と
し
ま
す
。

③
入
賞
作
品
は
、
応
募
作
品
と
は
別

に
原
版(

ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど)

を
期
日
ま

で
に
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
選
外
作
品
は
、
提
出
場
所
を
経
由

し
て
返
却
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
観
光
課(

☎
㉒
２
８

７
３)

へ
。 

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
広
く
宣

伝
す
る
と
と
も
に
、隠
れ
た
観
光
資
源
を
再
発
見
す
る
た
め
に
、

公
募
に
よ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

第３回日本のまんなかしぶかわ彩発見フォトコンテスト第３回日本のまんなかしぶかわ彩発見フォトコンテスト

地球温暖化対策のための
職員の服装について

　市では、地球温暖化対策のため庁舎内の
冷房温度を摂氏28度に保つこととしました。
　併せて、６月１日(火)から９月30日(木)
までの間、職員はノーネクタイ、ノー上着
(クールビズ)で執務します。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。 (職員課)

群馬県写真材料商組合市内加盟店
店　名 住　所 電話番号

モトキカメラ総合館 石原204-1 25-1488

加藤カメラ店 渋川(辰巳町)1819-5 22-3045

オバタ写真材料店 渋川(坂下町)2110 22-3877

アート写真 渋川(坂下町)852-13 22-1470

市
長
へ
の
投
書
「
ぱ
ら
ぼ
ら
」

市民市市民民民ののの声声声
Voice

　「南柏木～あかぎ診療
所線」は、診療所の統
合に伴い国保診療所が
赤城町敷島地内に移転
することとなったため、
主に旧赤城南診療所の
患者を対象として、当
面の通院手段を確保す
るため、運行を始めた
バス路線です。
　週１日の運行とした
のは、自家用車などで
通院できない患者数の
実態や通院頻度（月１
～２回という人が多い）
などを考慮して決めた
ものです。
　今後は、現在運行し
ているバスの利用実態
を十分把握したうえで、
運行の見直し等を検討
していくことにしてい
ます。

　

あ
か
ぎ
診
療
所
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
患
者
の
通
院
の
た
め
に
バ
ス

路
線
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
週
１
日(

金
曜
日)

５
便
だ
け
で

は
不
便
で
す
。
ぜ
ひ
、
増
便
し
て
毎
日
運
行
し
て
く
だ
さ
い
。

南
柏
木
〜
あ
か
ぎ
診
療
所
線
を
増
便
し
て
ほ
し
い

ノーネクタイで勤務します
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全
国
水
道
週
間 

６
月
１
日
〜
７
日３

６
５
日
安
全
な
水
を

お
届
け
す
る
「
水
道
事
業
」

安
心
し
て
使
え
る
水
道
水
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
け
る
大
切
な

資
源
で
す
。
今
回
は
、
６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
の
全
国
水
道
週
間
に

合
わ
せ
て
、
市
が
行
っ
て
い
る
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
水
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
に
、
50
項
目
に
わ
た
る
厳
し
い

水
質
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
徹
底
し

た
水
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
漏
水
を
な
く
す
た
め
計
画
的
な

配
水
管
の
取
り
替
え
や
赤
水
対
策
と

し
て
配
水
管
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
毎
日
、
通
勤
や
通
学
な

ど
に
使
用
し
て
い
る
道
路
に
は
、
た

く
さ
ん
の
給
・
配
水
管
が
埋
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
管
は
、
長
い

年
月
を
経
過
す
る
と
老
朽
化
し
、
し

ば
し
ば
漏
水
を
起
こ
し
ま
す
。
道
路

上
の
漏
水
は
、
陥
没
な
ど
に
よ
り
大

き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
道

路
か
ら
水
が
出
て
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
、
ど
ん
な
に
少
量
で
も
水
道
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
な
水
を

供
給
す
る
た
め
に

プール遊びを楽しむ園児たち(北橘保育園)
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水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
は
、
河

川
や
地
下
水
な
ど
の
水
が
浄
水
施
設

で
消
毒
さ
れ
、
道
路
な
ど
に
埋
設
さ

れ
た
配
水
管
を
通
っ
て
各
家
庭
に
届

き
ま
す
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
、
道
路
の
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー(

水
道
の
使

用
量
を
計
る
も
の)

ま
で
の
部
分
は
、

市
が
管
理
や
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す(

故
意
や
過
失
で
給
・
配
水
管

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
当
事
者
に
修

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す)

。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
住
宅
側
に
あ

る
給
水
管
や
蛇
口
な
ど
の
給
水
装
置

は
、
個
人
の
所
有
物
で
す
。
改
造
や

修
繕
な
ど
の
費
用
は
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
必

ず
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

(

以
下
「
指
定
工
事
業
者
」)

へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
水
装
置
の
新
設

▽
給
水
装
置
の
改
造
・
修
理
・
撤
去

　

い
つ
も
正
確
に
能
率
よ
く
検
針
が

で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
が

屋
内
や
床
下
に
な
る
場
合
、
屋
外
の

検
針
し
や
す
い
場
所
に
移
し
て
く
だ

さ
い

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
上
に
、

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
中
は
、
い
つ

　

次
の
場
合
、
必
ず
事
前
に
水
道
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
引
っ
越
し
で
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
り
休
止
し
た
り
す
る
と
き

▽
水
道
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
す
と

き▽
長
い
間
、
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

▽
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ

っ
た
と
き

▽
水
道
料
金
の
口
座
振
込
先
を
変
更

ま
た
は
解
約
し
た
と
き

▽
水
道
料
金
請
求
先
の
住
所
や
名
前

が
変
わ
っ
た
と
き

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
変
更

※
指
定
工
事
業
者
以
外
の
業
者
に
依

頼
し
た
り
、
自
分
で
勝
手
に
工
事
な

ど
を
行
う
こ
と
は
、
市
水
道
事
業
給

水
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

指
定
工
事
業
者
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
水
道
課
へ
。

も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
犬
は
、
出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ

さ
い

給
水
管
や
蛇
口

な
ど
の
管
理
は

給
水
装
置
工
事
は

指
定
工
事
業
者
で

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
ん
な
と
き
は

す
ぐ
届
出
を

浄水場 一般家庭

止水栓 水道メーター

個人が管理

配水管

給水管

市が管理

問い合わせ先　水道課(☎㉒2119)

平成22年度スローガン

「水道に
寄せる信頼
飲む安心」

よりおいしい水道水を
飲むための３ポイント

水道週間特別事業
水道の相談と給水栓
パッキンの無料配布

○水が一番おいしく感じられる
のは10℃～15℃といわれてい
ます。冷蔵庫で冷やすことでお
いしく飲むことができます。
○塩素のにおいが気になるとき
は、きれいな容器に一晩くみ置
くとにおいがなくなります。ま
た、やかんなどで沸かし、さら
にふたをはずして弱火で５分ほ
ど煮立たせるとにおいがなくな
ります。
○朝一番に水道から出る水は、
長い時間給水管の中にあった水
です。そのまま飲んでも問題あ
りませんが、バケツ一杯分程度
を雑用水などに使用することを
お勧めします。

　水道週間中、水道に関する相
談と給水栓パッキンの無料配布
を行います。
とき　６月１日(火)～７日(月)
午前９時～午後５時(閉庁日を除く)
ところ　水道課(市役所第二庁
舎)と各総合支所経済建設課
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 15

平
成
22
年
度
の
市
民
環
境
大
学
を
開
催

テ
ー
マ
は
「
暮
ら
し
の
中
の

Ｃ
Ｏ
２

」

　

今
年
度
の
市
民
環
境
大
学
は
、

「
暮
ら
し
の
中
の
Ｃシ

ー
オ
ーＯ
２ツ
ー

」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

本
講
座
で
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
に
関
す
る
正
し
い
認

識
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
環
境
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

豊
か
な
地
球
環
境
を
将
来
へ
引

き
継
ぐ
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
環
境
に
対
す
る
関
心
と

意
識
を
高
め
、
常
に
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
本
講
座
に

参
加
し
て
、
良
好
な
環
境
を
将
来

へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
手
法

を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
回
／
「
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
も
う
一
度
考
え
よ
う
」

と
き　

６
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
大

会
議
室

内
容　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
も

う
一
度
考
え
よ
う

①
講
義
「
地
球
温
暖
化
の
概
要
と

そ
の
影
響
等
に
つ
い
て
」

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
私
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
取
り
組
ん
で

み
た
い
こ
と
」

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
環
境
課（
☎
㉒

２
１
１
４
）へ

申
込
期
限　

６
月
23
日
㈬

そ
の
他　

市
民
環
境
大
学
の
全
５

回
の
講
座
に
４
回
以
上
出
席
す
る

な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

受
講
者
を
「
渋
川
市
エ
コ
・
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
認
定
し
ま
す

今
後
の
開
催
予
定　

別
表
の
と
お

り
　

詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

　環境に対する意識を高
め、良好な環境を将来へ
引き継ぐための手法を学
ぶ「市民環境大学」。こ
の講座の受講生で、一定
の条件を満たした人は、
「エコ・リーダー」に認定
され、地域環境保全活動
の先導役として活躍して
います。
　今回は、本年度開催す
る市民環境大学の詳細を
お知らせするとともに、
受講生を募集します。

受講生を募集中
第１回は６月27日

（別表）　　　 　市民環境大学開催予定

回 月日 時間 ところ 内　　　容

第
２
回

８月22日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

環境に関する補助制度を知ろう
① 講義「エコポイント等の補助制度に
ついて」
② ワークショップ「リユース・エコクラ
フトとふろしき活用術について」

第
３
回

10月24日
㈰

新エネルギー技術の実践事例を見学
しよう
① 見学「新エネルギー技術を導入した
事例の現地見学」
② ワークショップ「見学先についての
意見交換」

第
４
回

12月19日
㈰

渋川の環境を学ぼう
①講義「ごみと資源について」
② ワークショップ「私たちの生活環境
について」

第
５
回

平成23年
２月20日
㈰

ＣＯ２の削減事例を知ろう
① 講義「市内の地球温暖化対策におけ
る事例の紹介」
② ワークショップ「講義についての意
見交換」

ワークショップでは
さまざまな意見を出
し合います



知
っ
て
お
き
た
い
「
認
知
症
」

知
っ
て
お
き
た
い
「
認
知
症
」

隔月連載

隔月連載
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症状の悪化を防ぐために早期発見・早期治療を

最近忘れっぽくなっていませんか？

　　　　　　　　　　認知症は、症状が軽い

　　　　　　　　　うちに病院で適切な治療

　　　　　　　　　を受ければ、症状を軽く

　　　　　　　　　したり、進行を遅らせる

　　　　　　　　　ことができます。次のよ

　　　　　　　　　うな症状に心当たりがあ

　　　　　　　　　ったら、まずはかかりつ

「どのような症状が心配なのか」「生活の中で

どのような支障があるのか」を、家族や身近な

人が一緒に付き添って、医師に伝えてください。

近所に認知症の疑いのある人がいたら

　一人暮らしの人などの中には、自身の認知

症状に気付かない人もいます。近所に、認知

症の疑いのある人がいましたら、地域包括支

援センターや民生委員へ相談してください。

〈問い合わせ先〉

▷地域包括支援センター（本庁舎内）＝渋川、

伊香保地区担当・☎㉒2179

▷北部地域包括支援センター（子持総合支所

内）＝小野上、子持地区担当・☎605445

▷東部地域包括支援センター（赤城総合支所

内）＝赤城、北橘地区担当・☎⑳6002

け医に相談しましょう。

①短時間のうちに同じ事を何度も尋ねる

②財布や鍵などをしまい忘れたり、なくす

③意欲や気力がなくなり趣味などもやめてし

まう

受診する際は家族などの付き添いを

　認知症の人が一人で病院を受診しても、医

師にうまく症状を伝えることができません。

まま ちち づづ くく りり かか わわ らら 版版
中 心 市 街地

た市民や地元自治会から多くの人が参加し、
花手毬

まり

など３種類の苗を植えました。その後
の管理は地元商店会の人たちが中心になり、
水やりや除草を行っています。日ごろの管理
では、水やりが想像以上に大変で、天気予報を
確認しながら花の成長を見守っているそうで
す。このような努力が実を結び、４月に低温
の日が続いた影響で開花に遅れがありました

　今回は、「渋川市中心市街地活性化プラン」
実施プロジェクトの一つに位置付けられる
「地域で育むコミュニティガーデン」事業の
取り組み経過をお知らせします。
　この事業は、中心市街地の未利用地を利用
し、まちの顔である中心市街地を花で飾るも
ので、実施のポイントは「地域で育む」こと。
　花の苗植えには、広報紙などを見て集まっ

が、５月中旬にはきれいな花が咲きました。
　この事業を企画・実施した、中心市街地ま
ちづくり市民サポーターの小松秀

ひで

司
じ

会長は、
「まちづくりには、花が咲くまでの努力のよう
な準備期間が大切。元気な渋川市そして中心
市街地を目指し、市民、商店会、行政が一体と
なり、愛情を込めてまちを育てていきたい」
と話しています。 （商工振興課）

皆さんの協力で中心市街地が花いっぱいに

第13回

シリーズシリーズ
第2話第2話

きれいな花が咲きました



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

14

赤城地区の女性と市長との「女性懇談会」
赤城インターチェンジ付近に花の公園を

　市政に対する思いについて、市

内の女性が市長らと意見を交換し

合う「女性懇談会」が、５月７日

に赤城総合支所で開催されました。

　今回は、赤城地区の交通安全会

と赤十字奉仕団の女性13人が参加。

赤城インターチェンジ付近に花を

楽しむ公園づくりを要望するなど、

地域の活性化について活発な意見

が交わされました。

市政に対し活発な意見が交わされた懇談会場の様子

来場者も加わって山車
巡行（左）　神津島の特
産市（右上）　盛り上が
る三笠優子さんの歌謡
ショー（右下）

　小野上温泉センターで、４月29日に「小野上温泉まつり」が開
催されました。小野上地区の発展を願い、小野上温泉の観光ＰＲと
地場産業を生かしたまちづくりを目的に始まったこの祭り。「湯か
け」や歌謡ショー、子どもたちの山車巡行といった催しのほか、神

こう

津
づ

島の物産市なども出店され、多くの来場者を楽しませました。

小野上温泉センターで「小野上温泉まつり」開催
歌謡ショーなど多彩な催しを約2,500人が楽しむ



Photo Topics
Photo Topics
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渋川総合病院で「看護の日イベント」
大盛況の健康チェックやミニコンサートで楽しいひととき

　渋川総合病院で、５月12日に開

催された「看護の日イベント」。骨

密度や握力、血圧、体脂肪を測る

健康チェックでは、自分の数値を

知りたい人たちの行列ができまし

た。また、渋川北群馬歯科医師会

の有志によるミニコンサートが行

われ、「上を向いて歩こう」「なごり

雪」などのギターの弾き語りに、

会場は盛り上がりました。

体脂肪測定を受ける参加者（左）、盛り上がったミニコンサート（右）

甲波宿禰神社の境内で
石碑に刻まれた内容を
確認（左）　中筋遺跡で
知る古代の生活（右上）
講師の説明を聞く参加
者（右下）

　市内各地域の史跡を徒歩で巡り、郷土の歴史や文化を学ぶ「史跡
散歩」。５月14日の回には11人が参加し、行幸田地内を歩きました。
講師の大島史郎さんの説明を受けながら、駒形神社や甲

か わ す く ね

波宿禰神社、
中筋遺跡など６カ所に立ち寄った参加者は、古代から近代まで、こ
の地に暮らした人々の生活に思いをはせつつ散歩を楽しみました。

渋川東部公民館の成人学級「史跡散歩」
行幸田地内の史跡を巡り地域の歴史を学ぶ
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

行
政
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
２

〈
情
報
公
開
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

に
つ
い
て
、皆
さ
ん
が
公
開
を
求

め
る
権
利
を
保
障
し
、行
政
運
営

の
公
正
性
と
透
明
性
の
向
上
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

〈
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
方
法
を
定
め
、皆
さ
ん
の

個
人
情
報
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
分
の
情
報
の
開
示
な

ど
を
求
め
る
権
利
を
保
障
し
、開

か
れ
た
市
政
の
実
現
を
図
る
た
め

の
制
度
で
す
。

〈
実
施
状
況
〉

　

平
成
21
年
度
中
の
情
報
公
開
の

請
求
件
数
は
、25
件
で
し
た
。

　

ま
た
、個
人
情
報
の
開
示
請
求

は
、１
件
で
し
た
。

河
川
へ
の
ご
み
の

投
げ
捨
て
や
め
て

農
林
課　
　
　
　

☎
㉒
２
５
９
３

　

６
月
は
、田
植
え
の
時
期
で
す
。

田
植
え
に
欠
か
せ
な
い
水
は
、
主

に
河
川
か
ら
取
水
し
た
水
と
群
馬

用
水
か
ら
の
補
給
水
で
す
。
こ
れ

ら
の
水
は
、
各
取
水
口
か
ら
道
路

脇
の
水
路
を
経
由
し
て
、
田
ん
ぼ

へ
入
り
ま
す
。

　

毎
年
、
河
川
に
投
げ
捨
て
ら
れ

た
ご
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
取
水
口

や
水
路
に
詰
ま
り
が
生
じ
、
用
水

管
理
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
環
境
に
対
す

る
心
掛
け
で
、
き
れ
い
な
水
を
使

っ
た
お
い
し
い
お
米
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみを捨てないで!

ご
利
用
く
だ
さ
い「
季
節
資
金
」

商
工
振
興
課　
　

☎
㉒
２
５
９
６

　

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
を

対
象
に
、
夏
季
の
資
金
需
要
期
の

運
転
資
金
と
し
て
「
中
小
企
業
季

節
資
金
融
資
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

内
容
・
申
込
先　

別
表
の
と
お
り

融
資
取
扱
期
限　

８
月
31
日
㈫

（
金
融
機
関
の
休
業
日
を
除
く
）

　

ま
た
、
そ
の
他
の
市
融
資
制
度

（
別
表
参
照
）に
つ
い
て
も
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
口
資
金
融
資
利
用
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
「
借
換
制
度
」
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
利
用

で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

エ
ー
ジ
レ
ス
体
操

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

６
月
16
日
㈬
〜
７
月
14
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時（
計
５
回
）

と
こ
ろ　

市
武
道
館

内
容　

体
の
ゆ
が
み
の
矯
正
体
操

を
取
り
入
れ
、年
齢
に
関
係
な
く
、

だ
れ
で
も
楽
し
く
で
き
る
体
操
で

す講
師　

武
育
子
さ
ん（
伊
勢
崎
市
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

30
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

５
０
０
円

持
参
す
る
も
の　

大
き
め
の
バ
ス

タ
オ
ル
、室
内
用
運
動
靴
、飲
み
物

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
期
間　

６
月
７
日
㈪
〜
９
日

㈬
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（別表）  市融資制度一覧
制度名 融資限度額 融資利率 融資期間 融資対象者 申込窓口 取扱金融機関

小口資金
1,250万円
以　内

2.2％以内
運転６年以内 市内に店舗、工場、事業所があり、１

年以上継続して同一事業を営んでいる
市税を滞納していない中小企業者

取扱金融機関

市 内 の
銀 行
信用金庫
信用組合

設備８年以内
（据置６カ月以内）

借換制度
既往債務残
高の範囲内

同　　上
６年以内

小口融資を受けている者
（据置６カ月以内）

季節資金
1,000万円
以　内

1.8％以内
６カ月以内

市内に店舗、工場、事業所があり、１
年以上継続して同一事業を営んでいる
市税を滞納していない中小企業者

信用保証付
1.6％以内



未公開株・社債の勧誘にご注意！

手口は劇場型と被害回復型手口は劇場型と被害回復型
　高齢者を中心に、未公開株や社債の勧
誘をめぐるトラブルが増加しています。
勧誘の手口には、劇場型と被害回復型が
あります。
　劇場型とは、いくつかの業者を名乗る
複数の者が、電話などで未公開株の販売
と、買取の話を持ち掛けて、消費者の投
資欲をあおるものです。
　被害回復型は、かつて未公開株を購入
し被害に遭った消費者に、その被害を回
復すると言って新たに株を購入させる
手口です。
　これらの勧誘は、株などの購入後に業
者と連絡が取れなくなることがほとん
どです。少しでも不審に思う場合は、取
引を見合わせるか、だれかに相談するな
ど、慎重に対処しましょう。また、身近に
高齢者がいる人は、トラブルに遭ってい
ないかどうか、声掛けをお願いします。
　そのほかにも、消費者庁などの公的機
関や、それを連想させる名称を名乗り、
信用させたうえで勧誘する事例もみら
れます。消費者庁などが、こうした勧誘
をすることは決してありませんので注
意してください。
　トラブルに遭った場合は、市消費生活
センター（☎㉒2325）に相談してくださ
い。
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

６
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
市
民

体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

６
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

募　

集

募　

集

古
代
米
づ
く
り
体
験
教
室

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２

　

お
米
の
原
生
種
と
い
わ
れ
る
古

代
米（
赤あ

か

米ご
め

、
黒く

ろ

米ご
め

な
ど
）づ
く
り

を
体
験
し
ま
す
。

と
き　

▽
田
植
え
＝
７
月
10
日
㈯

▽
稲
刈
り
＝
11
月
上
旬（
予
定
）

※
収
穫
祭
を
12
月
上
旬
に
開
催
予

定
。

と
こ
ろ　

半
田
早
尾
神
社
西
側
の

水
田

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で
全

日
程
に
参
加
で
き
る
人

定
員　

50
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
財
保
護

課
へ

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈫

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

６
月
27
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き  

６
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ  

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／

御

蔭
）

〈
７
月
の
休
館
日
〉

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
20
日
㈫
、
21

日
㈬
、
26
日
㈪

図
書
館

図
書
館

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

６
月
19
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
の
ら
と
星
の

王
さ
ま
」
▽
紙
芝
居
＝
「
て
ん
ぐ

の
は
し
」「
お
ん
ど
り
と
二
ま
い

の
き
ん
か
」

入
場
料　

無
料

古代米づくりを体験してみませんか



「生き活き楽習」講師の「生き活き楽習」講師の
登録者募集登録者募集

　「生
い

き活
い

き楽
がくしゅう

習」は、教えたい市民
と学びたい市民の橋渡しをして、生
きがいづくりを支援する事業です。
　市では、市民が主催する集会など
に講師として出向き、無料で講座を
行ってくれる指導者を募集します。
登録分野　芸能、スポーツ、趣味な
ど生涯学習に関するもの
登録方法　申請書（生涯学習課にあり
ます）に記入のうえ、生涯学習課へ
※申請書は、市ホームページ（http://
www.city.shibukawa.gunma.jp/）か
ら印刷できます。
申込期限　６月25日（金）
その他　登録した事項は、一般に公
表する場合があります
　詳しくは、生涯学習課(☎㉒2500)
へ。
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

６
月
12
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
一
休
さ
ん
」「
ぶ
ん
ぶ
く

ち
ゃ
が
ま
」「
命
の
水
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

６
月
20
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
お
く
り
び
と
」（
監
督
：

滝
田
洋
二
郎
／

主
演
：
本
木
雅
弘
／

２

０
０
８
年･

日
本
映
画
）

入
場
料　

無
料

公
民
館

公
民
館

夏
野
菜
の
明
太
ピ
ザ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

６
月
21
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中
央

公
民
館
内
）

内
容　

薄
く
の
ば
し
た
ピ
ザ
生
地

に
、
夏
の
野
菜
を
色
合
い
よ
く
ト

ッ
ピ
ン
グ
し
た
ピ
ザ
を
作
り
ま
す

講
師　

押
江
薫
さ
ん（
渋
川
／

坂
下

町
）

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
料　

６
０
０
円（
材
料
費
・

６
月
17
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

６
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

簡
単
！

お
し
ゃ
れ
ア
ー
ム
バ
ン
ド

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

６
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館（
中
央

公
民
館
内
）

内
容　

ち
り
め
ん
や
あ
い
染
め
の

布
を
使
っ
て
、
ア
ー
ム
バ
ン
ド
を

作
り
ま
す

講
師　

宮
下
昌
子
さ
ん（
赤
城
町

津
久
田
）

定
員　

16
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
費
・

６
月
17
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

裁
縫
道
具
、
ゴ

ム
通
し

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

６
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

和風の布でおしゃれに

広告募集中



　２歳未満（受付時点）の子ども　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載さんの写真を募集します（掲載
は一人１回のみ）。子どもさんのは一人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、広報情報課（〒の写真を添えて、広報情報課（〒
377-8501・石原80）へ。377-8501・石原80）へ。
※このコーナーは市ホームペー※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。ジには掲載しません。

笑
顔元気

笑
顔元気笑顔元気

♠紹介します♥

写真募集中
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旬
の
レ
シ
ピ

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

６
月
24
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館（
第
二
庁

舎
）

内
容　

旬
を
感
じ
る
食
材
を
使
っ

た
ア
イ
デ
ア
料
理
を
作
り
ま
す

※
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・

ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス（
バ
ジ
ル
や

シ
ソ
を
使
っ
た
ソ
ー
ス
）、
鶏
肉
と

ゴ
ボ
ウ
の
ミ
ョ
ウ
ガ
サ
ラ
ダ
、
パ

プ
リ
カ
の
ス
ー
プ
、
枝
豆
の
ム
ー

ス
の
４
品
を
予
定
。

講
師　

服
部
信
子
さ
ん（
有
馬
）

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
費
・
６

月
21
日
㈪
ま
で
に
窓
口
へ
）

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

６
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
11

日
㈮
は
正
午
ま
で
）

野
外
撮
影
カ
メ
ラ
教
室

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

６
月
30
日
㈬
午
前
８
時
出

発（
午
後
６
時
帰
着
予
定
）

集
合
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎
西

側
駐
車
場

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

嬬
恋
村
方
面（
愛
妻
の
丘

・
白
糸
の
滝
ほ
か
）に
出
向
き
、
野

外
撮
影
を
中
心
に
実
践
で
カ
メ
ラ

の
撮
り
方
を
学
び
ま
す

講
師　

小お

畑ば
た

典の
り

章あ
き

さ
ん（
渋
川
／

坂

下
町
）

定
員　

19
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

３
０
０
円（
保
険
料
な
ど

・
６
月
24
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ
）

※
昼
食
は
自
己
負
担
。

持
参
す
る
も
の　

カ
メ
ラ（
一
眼
レ

フ
タ
イ
プ
）、
三
脚

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間  

６
月
15
日
㈫
〜
17
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
17

日
㈭
は
正
午
ま
で
）

そ
の
他　

当
日
撮
影
し
た
写
真
の

講
評
会
を
７
月
21
日
㈬
午
後
６
時

30
分
か
ら
行
い
ま
す

▽
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
３
基
＝
東
京
電

力
㈱
渋
川
支
社（
石
原
）

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書
33
冊
＝
子

持
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▽
児
童
用
図
書
18
冊
＝
寺
島
秀
昭

さ
ん（
北
橘
町
八
崎
）

▽
デ
ジ
タ
ル
血
圧
計（
手
首
式
、

上
腕
式
）30
個
＝
日
本
精
密
測
器

㈱（
中
郷
）

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
35
点
＝
日
本
カ

ー
リ
ッ
ト
㈱

▽
街
路
灯
２
台
＝
市
古
巻
地
区
青

少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会

▽
レ
ク
チ
ャ
ー
テ
ー
ブ
ル
１
台
＝

渋
川
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書
１
４
６
冊

＝
市
伊
香
保
地
区
更
正
保
護
女
性

会▽
パ
ン
ジ
ー
苗
４
、
７
５
０
鉢
＝

池
田
種
苗
㈱（
渋
川
／

坂
下
町
）

▽
書
籍（
最
後
の
日
の
丸
飛
行
）56

冊
＝
登
坂
秀し

げ
る
さ
ん（
石
原
）

▽
日
本
画（
照
葉
峽
）＝
茂
木
秀
月

さ
ん（
赤
城
町
津
久
田
）

▽
油
彩
画
１
３
８
点（
石
野
安
親

作
）、
石
野
安
親
画
集
＝
石
野
泰

之
さ
ん（
石
原
）

▽
蒸
気
機
関
車
Ｄ
51

－

７
２
４
ミ

ニ
チ
ュ
ア
＝
千
木
良
瀧

り
ゅ
う

照し
ょ
う

さ
ん

（
Ｄド

リ

ー

ム

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｐポ

ケ

ッ

ト

Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ

・
前
橋
市
）



掲示板 市以外のお知らせ
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募集
新
規
就
職
者
激
励
大
会

●
と
き　

６
月
25
日
㈮
午
後
５
時

30
分　

●
と
こ
ろ　

渋
川
プ
リ
オ

パ
レ
ス（
金
井
）　

●
内
容　

激
励

会
と
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー　

●
対
象

者　

管
内
の
事
業
所
へ
新
規
に
就

職
し
た
人  

●
定
員  

60
人（
先
着

順
）　

●
参
加
料　

▽
渋
川
商
工

会
議
所
ま
た
は
渋
川
地
区
職
業
安

定
協
会
の
会
員
事
業
所
＝
一
人
１
、

０
０
０
円　

▽
非
会
員
事
業
所
＝

一
人
２
、０
０
０
円　

▽
事
業
主
＝

３
、０
０
０
円　

●
申
込
方
法　

申

込
書（
渋
川
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま

す
）に
参
加
料
を
添
え
て
渋
川
商
工

会
議
所（
☎
㉕
１
３
１
１
）へ  

●
申

込
期
限  

６
月
18
日
㈮

講座
親
子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

●
と
き
・
内
容　

▽
７
月
６
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
正
午（
講
義
＝
子

ど
も
の
小
遣
い
が
人
生
最
初
の
マ

ネ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
／

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
＝
マ
ネ
ー
タ
イ
プ
別
の

事
例
研
究
）　

▽
７
月
13
日
㈫
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分（
講
義

＝
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〜
親
の
役
割
・
子
ど
も
に
教
え

た
い
３
つ
の
力
〜
／

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
＝
コ
ー
チ
ン
グ
体
験
）　

●
と
こ

ろ　

エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

（
渋
川
／

辰
巳
町
）　

●
対
象
者　

３

〜
10
歳
く
ら
い
の
子
を
も
つ
人

●
定
員　

20
人（
先
着
順
）　

●
参

加
料　

無
料　

●
申
込
方
法　

電

話
で
渋
川
商
工
会
議
所（
☎
㉕
１
３

１
１
）へ　

●
申
込
期
間　

６
月
７

日
㈪
〜
25
日
㈮

教室
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

体
験
教
室

●
と
き　

毎
月
第
３
火
曜
日
午
前

９
時
15
分
集
合　

●
と
こ
ろ　

敷

島
緑
地
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
参
加
料　

４
０
０
円（
施
設
利
用

料
な
ど
）　

●
申
込
方
法　

電
話
で

小
池
勝か

つ

二じ

さ
ん
宅（
☎
㉓
０
６
３

１
）へ　

※
申
込
・
受
付
は
午
後
５

時
〜
８
時
。

案内
総
務
省
・
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

　

６
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
は
、「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」で
す
。み
ん
な
で
電
波
の
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

関
東
総
合
通

信
局（
☎
０
３

－

６
２
３
８

－

１

８
０
３
）

案内
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会

●
と
き　

６
月
13
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時　

●
と
こ
ろ　

金
島

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

●
入
場
料

無
料　

●
そ
の
他　

当
日
募
金
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
集
ま
っ

た
お
金
は
、
福
祉
事
業
に
寄
付
し

ま
す　

●
問
い
合
わ
せ
先　

根
岸

由
利
子
さ
ん
宅（
☎
㉒
１
７
２
７
）

教室
太
極
拳
初
心
者
体
験
教
室

●
と
き　

６
月
10
日
㈭
〜
24
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時（
計
３
回
）　

●
と
こ
ろ　

市

武
道
館　

●
講
師　

小
山
晶
子
さ

ん（
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
指

導
員
）  

●
参
加
料  

無
料  

●
持

参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴
、

運
動
の
で
き
る
服
装　

●
問
い
合

わ
せ
先　

渋
川
太
極
拳
同
好
会
金

子
悦
子
さ
ん
宅（
☎
56
３
０
１
７
）

相談
介
護
職
等
を
め
ざ
す
人
の

た
め
の
地
区
別
就
職
相
談
会

●
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
６
月
19
日

㈯
＝
渋
川
市
民
会
館　

▽
６
月
27

日
㈰
＝
太
田
産
業
技
術
専
門
学
校

（
太
田
市
新
野
町
）　

▽
７
月
10
日

㈯
＝
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア（
高
崎
市
島

野
町
）　

▽
７
月
17
日
㈯
＝
県
庁
29

階
会
議
室（
前
橋
市
大
手
町
）

※
時
間
は
、
各
日
と
も
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

●
費
用　

無
料　

●
申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
介
護
高
齢

課（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

２
５

６
５
）

案内
回
収
し
ま
す
！
あ
な
た
の

家
の
古
い
電
話
帳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環

境
の
保
護
な
ど
の
た
め
、
古
い
電

話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い

ま
す
。
６
月
中
に
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
に
届
け
ま
す
の
で
、
古

い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
渡
し
て
く

だ
さ
い
。
配
布
時
に
回
収
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ（
☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３

０
９
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

～尾瀬でできるボランティア～

尾瀬を訪れた人に、散策を楽
しみながら、目に付いたごみ
を拾って頂く「グリーンボラ
ンティア」を募集しています。
受付は、休憩所や山荘にて
行っています。お申し込みい
ただいた人にはごみ袋、ボラ
ンティアワッペン、木道のリ
サイクルグッズをお渡しして
います。

６月は環境月間です



日本脳炎とは・・・日本脳炎ウイルスをもつ蚊がヒトを刺すことによって

感染します。感染しても症状が現れずに経過する場合がほとんどですが、

まれに高熱、頭痛、嘔
お う

吐
と

などで発病し、光への過敏症、意識障害、けいれ

んなどの中枢神経系障害が生じる場合があります。
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

対
象
年
齢
は
生
後
36
カ
月
〜
７
歳
６
カ
月
未
満

第
１
期（
初
回
・
追
加
）の

接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

は
、
マ
ウ
ス
の
脳
を
用
い
て
培
養
し

た
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
国
の
勧
告
に
よ
り
、
平
成
17
年

か
ら
積
極
的
に
接
種
を
勧
め
る
こ
と

が
差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ほ
ど
、
新
し
い
乾
燥
細
胞
培
養
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
昨

年
６
月
か
ら
供
給
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
４
月
か
ら
第
１
期

（
初
回
・
追
加
）の
接
種
勧
奨
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
ワ

ク
チ
ン
の
流
通
量
な
ど
を
考
慮
し
、

３
歳
児
を
対
象
に
無
料
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
４
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
未

満
の
お
子
さ
ん
で
も
希
望
す
れ
ば
、

定
期
予
防
接
種
と
し
て
無
料
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
医
療
機
関　

下
表
の
と
お
り

対
象
児　

生
後
36
カ
月（
３
歳
）〜
７

歳
６
カ
月
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数　

▽
第
１
期
初
回
＝
６
日

〜
28
日
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回　
　

▽
第
１
期
追
加
＝
第
１
期
初
回
の
２

回
目
を
終
了
後
、
お
お
む
ね
１
年
後

に
１
回

※
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
基

礎
的
な
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
は
、

３
回
の
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
、
保
険
証

※
予
診
票
が
な
い
人
は
、
渋
川
保
健

セ
ン
タ
ー
で
再
交
付
し
ま
す
。

〈
今
回
接
種
対
象
外
の
人
へ
〉

　

第
１
期
で
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

免
疫
効
果
が
下
が
る
時
期（
９
歳
か

ら
13
歳
未
満
）に
接
種
す
る
第
２
期

の
予
防
接
種
は
、
定
期
の
予
防
接
種

と
し
て
再
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
が
接
種
勧
奨
を
差
し
控

え
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
接
種
が
途

中
で
中
断
し
て
い
る
お
子
さ
ん
へ
の

接
種
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
国
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
国
の
方
針
が
提
示

さ
れ
次
第
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉕
１
３
２
１
）へ
。

平成22年度　個別予防接種実施医療機関（日本脳炎予防接種）
医療機関 所 在 地 電話番号 医療機関 所 在 地 電話番号 医療機関 所 在 地 電話番号

阿 部 医 院 八木原 25-1211 中 野 医 院 渋　川
（坂下町） 22-1219 井 野 整 形 外 科リ ハ ビ リ 内 科

吉岡町

30-5255

井 口 医 院 金　井 25-1100 奈 良 内 科 医 院 渋　川
（東　町） 25-1155 大井内科クリニック 30-5575

石 北 医 院 渋　川
（大　崎） 22-1378 本 沢 医 院 石　原 23-6411 大滝クリニック 30-5800

大谷内科クリニック 中　村 20-1881 め ぐ み こ ど もク リ ニ ッ ク 行幸田 30-2022 佐 藤 医 院 54-2756

神 山 内 科 医 院 渋　川
（坂下町） 22-2181 渋 川 総 合 病 院 渋　川

（大　崎） 22-4111 駒寄こども診療所 55-5252

川 島 内 科
ク リ ニ ッ ク

渋　川
（長塚町） 23-2001 伊香保クリニック

伊香保町
伊 香 保

72-4114 竹 内 小 児 科
（予約専用）
30-5061

斎 藤 内 科 外 科
ク リ ニ ッ ク 金　井 22-1678 原 沢 医 院 72-2503 榛東さいとう医院

榛東村
54-1055

慶 生 医 院
渋　川
（辰巳町）

22-0210 船 曳 医 院 中　郷 53-2530 榛 東 わ か ば
ク リ ニ ッ ク 20-5531

関 口 病 院 22-2378 赤城開成クリニック 赤城町三原田 20-6500 ※事前に電話で接種予約、診療時間の確認をして
ください。
※本表以外でも接種できる県内の指定医療機関が
あります。希望する人は問い合わせてください。塚越クリニック 渋　川

（御　蔭） 60-7700 市国保あかぎ診療所 赤城町敷島 56-2220



　県では、たばこをやめたくてもやめら
れない未成年者に対し、禁煙治療費の助
成などの支援を行います。
禁煙治療費の助成　未成年の喫煙者が医
療機関で禁煙治療を受けた際の治療費
（上限３万円）を助成
※さらに、禁煙治療が終了した人に対し
て、電話などで禁煙が続けられるよう支
援します。
問い合わせ先　県保健予防課（☎027－
226－2602）
〈未成年者の喫煙について〉
　未成年者の喫煙は、「未成年者喫煙防止
法」で禁止されています。しかし、近年、
未成年の喫煙は低年齢化している状況に
あります。喫煙開始年齢が低いほど病気
になりやすくなるほか、短期間でニコチ
ン依存症に陥り、禁煙が困難になるため、
早く禁煙する必要があります。

　自殺の発生は、残された家族に非常に大きな影響
を与えます。愛する人を自死によって失った家族は、
突然の出来事に心の準備もなく、その事実をどう話
せばよいのか戸惑い、なるべく周囲に気付かれない
ように生活しながら、悲しみ、苦しみ、つらさを一
人で抱えている場合が多く見られます。
　県では、こうした遺族を対象に、安心して相談で
き、また悩みを打ち明けることができる場を提供す
ため、自死遺族を対象とした相談と遺族交流会を実
施しています。
　いずれも会場は、県こころの健康センター（前橋
市野中町）です。

■自死遺族相談　
とき　毎月第１火曜日午前９時～正午
内容　医師、臨床心理士、保健師による相談
申込方法　電話で県こころの健康センター（☎027
－263－1166）に予約してください
■自死遺族交流会
とき　毎月第２金曜日午後１時30分～３時30分
内容　医師、臨床心理士、保健師などを交えた遺族
同士の意見交換
対象者　事前に自死遺族相談を受けた人
申込方法　自死遺族相談の際に案内します
　詳しくは、県こころの健康センターへ。

【未成年者の禁煙治療／禁煙支援】
禁煙治療費を助成し
治療後の禁煙を支援します

自死遺族相談・交流会のお知らせ／大切な人を自殺で亡くした人へ
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は
じ
め
ま
し
ょ
う
！
「
禁
煙
」

健
康
相
談
や
禁
煙
外
来
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

や
め
ら
れ
な
い
の
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

と
い
う
病
気
だ
か
ら
で
す

　

喫
煙
は
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
や
肺

が
ん
、
慢
性
閉へ

い

塞そ
く

性
肺
疾
患
、
消
化

性
潰か

い

瘍よ
う

な
ど
の
発
症
率
を
確
実
に
上

げ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

も
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
、
数
々
の
研

究
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
者
の
そ
ば
に
い
る
非

喫
煙
者
は
、
少
量
の
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
の
と
同
じ
状
態
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
妊
婦
や
子
ど
も
へ
の
影
響
は

深
刻
で
す
。
禁
煙
の
推
進
は
、
喫
煙

者
・
非
喫
煙
者
の
健
康
維
持
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
禁
煙
は
健

康
の
大
前
提
と
い
え
ま
す
。

　

喫
煙
習
慣
は
、「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
う
病
気
で
す
。
自
力
で
禁
煙
す

る
人
よ
り
も
、
禁
煙
薬
剤
の
使
用
や

専
門
家
に
よ
る
支
援
、
治
療
を
受
け

た
人
の
方
が
、
禁
煙
で
き
る
可
能
性

が
２
〜
３
倍
程
度
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
市
で
は
、
禁
煙
に
関
す
る
健
康
相

談
や
、禁
煙
外
来
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

〈
世
界
禁
煙
デ
ー
と
禁
煙
週
間
〉

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月
31
日
の

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
に
ち
な
ん
で
、

こ
の
日
か
ら
始
ま
る
１
週
間（
６
月

６
日
㈰
ま
で
）を
「
禁
煙
週
間
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
禁
煙

週
間
の
テ
ー
マ
は
、「
女
性
と
子
ど
も

を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ
う
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
で
た
ば
こ
の
健
康
へ
の
影
響
を
話

し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

と
き　

月
〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４

時（
市
役
所
閉
庁
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉕
１
３
２
１
）へ
。

やめられないのはニコチン依存症やめられないのはニコチン依存症
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健康の道しるべ

渋
川
地
区
医
師
会

小

児

科

医

師

乳
幼
児
の
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
と

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111
専門外来（原則予約制です）／セカンドオピニオン外来　月曜日：午前
８時30分～11時30分／禁煙外来　月曜日：午後１時30分～４時

　

人
の
の
ど
の
粘
膜
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
細
菌
が
い
ま
す
。
健
康
な
乳
幼
児
の

の
ど
か
ら
も
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿か

ん

菌
」

や
「
肺
炎
球
菌
」
と
い
っ
た
、
時
に
は

病
原
菌
と
な
り
う
る
細
菌
が
検
出
さ
れ

ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
の
検
出
率
は
、
就

園
し
て
い
る
場
合
や
兄
姉
に
就
園
児
が

い
る
場
合
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
細
菌
は
、
子
ど
も
が
ウ
イ

ル
ス
性
の
風
邪（
咽い

ん

頭と
う

炎
や
気
管
支
炎
）

に
か
か
っ
た
あ
と
な
ど
に
、
中
耳
炎
や

肺
炎
、
ま
れ
に
髄
膜
炎
な
ど
の
重
篤
な

感
染
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

Ｈ
ｉ
ｂ
菌
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
の
中
で
は
、

ｂ
型
に
分
類
さ
れ
る
菌（
Ｈヒ

ブ
ｉ
ｂ
）が
重

症
感
染
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
現
在
の

日
本
で
は
、
子
ど
も
の
細
菌
性
髄
膜
炎

を
引
き
起
こ
す
最
も
頻
度
の
高
い
原
因

菌
で
す
。

　

健
康
な
小
児
の
Ｈ
ｉ
ｂ
菌
の
保
菌
率

は
数
㌫
で
、
ほ
と
ん
ど
は
無
症
状
の
う

ち
に
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
が
、
免
疫
の

な
い
生
後
３
カ
月
か
ら
２
歳
未
満
の
乳

幼
児
は
、
重
症
感
染
症
を
発
症
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て

　

肺
炎
球
菌
は
、
90
種
類
も
の
型
に
分

類
さ
れ
、
保
育
園
な
ど
に
就
園
し
て
い

る
健
康
な
子
ど
も
の
20
〜
60
㌫
前
後
か

ら
検
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
菌
は
、
中
耳

炎
や
肺
炎
、
菌
血
症
な
ど
の
原
因
菌
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の

原
因
菌
と
し
て
は
、
Ｈ
ｉ
ｂ
菌
に
次
い

で
２
番
目
で
す
。
最
近
で
は
、
抗
生
物

質
の
効
き
に
く
い
肺
炎
球
菌
が
多
く
な

り
、
治
療
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
そ
の
効
果

　

米
国
で
は
、
１
９
８
７
年
に
Ｈ
ｉ
ｂ

ワ
ク
チ
ン
の
使
用
が
開
始
さ
れ
、
そ
の

後
Ｈ
ｉ
ｂ
に
よ
る
重
症
感
染
を
撲
滅
す

る
た
め
に
全
乳
幼
児
に
定
期
接
種
を
行

っ
た
結
果
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
は
99
㌫
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
０

年
か
ら
小
児
の
病
原
菌
と
し
て
頻
度
の

高
い
７
種
類
の
型
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
ワ
ク
チ
ン（
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
）が
定
期
接
種
と
な
り
、
重

症
感
染
の
減
少
に
劇
的
な
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
は
２

０
０
８
年
か
ら
、
小
児
の
７
価
肺
炎
球

菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
は
今
年
３
月
か
ら

接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
、
任
意
接

種
の
た
め
、
接
種
の
目
的
は
、
地
域
か

ら
の
菌
の
撲
滅
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

個
人
防
衛
で
す
。

　

感
染
の
危
険
性
が
高
ま
る
の
は
、
生

後
３
カ
月
ご
ろ
か
ら
で
す
。
両
ワ
ク
チ

ン
と
も
生
後
２
カ
月
か
ら
接
種
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

　小野池は、今から150年前の天保年間に、貯水池として整備さ
れたといわれています。当時、この地区では稲作が盛んでしたが、
近くを流れる平沢川だけでは田植え時の用水を賄うほどの水量が
なかったため、名主であった小野沢平左衛門が農民を指導して池
を造ったのだそうです。人々はその徳をたたえ、この池を「小野池」
と呼ぶようになりました。昭和59年からはアジサイを中心とした
植栽による公園整備が進められ、今では8,000株を超えるアジサ
イが植えられています。アジサイは、市の花に制定され、市民か
ら愛されています。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　英語の歌に合わせて、身振り手振りを交えながら「ハロー」
とあいさつする北橘幼稚園年長組の園児たち。これは、同園で毎週月曜
日に行われる「英語で遊ぼう」の一幕です。園児たちは、毎回、ALT(外
国語指導助手)の先生と手遊び歌などで楽しく英語に親しんでいます。

うぶごえ（４月生まれ)
男の子　37人
女の子　18人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80
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【正蓮寺ぼたん祭】
撮影場所：正蓮寺境内(渋川/寄居町)
撮影日：平成22年５月３日
撮影者：筱
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一雄(渋川/並木町)

郷土の魅力をひとめくり

濡れるあじさい小野池公園

渋川かるた vol.２ ぬ


